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  学校教育目標 

共に学び共に伸びる子ども 

・いのちを大切にできる子ども   ・だれとでも仲良く協力し合う子ども 

・意欲をもち学習する子ども ・ねばり強くはたらく子ども 

令和 6年 7月 19日 第 14号 

時間の数え方～1学期終業式～ 

いよいよ 1学期が終わります。4月最初に誓ったことを今でも守ることが

できているでしょうか。先生の話をしっかり「目」で聞くことができた 1 学期

だったでしょうか。 

ところで、時間の数え方について勉強した学年もあったと思います。1 時

間が60分で1分が60秒。江戸時代では、干支(子[ね]丑[うし]寅[とら]

……)が時間を数えるのに使われていました。 

「劫」という時間の数え方もあります。 

100 年に一度天女が現れて大きな大理石を柔らかい羽根でそっとなで

る。また 100年たって天女が出てきて大理石をなでる。 

これを何度も何度も続けているとやがて大きな大理石は、羽根の摩擦で

なくなる……。この大理石がなくなる時間を「劫(ごう)」と呼んだりします。≪

諸説あります≫ 

この話を本で読んだとき、「どんだけ時間がかかるねん!」と半ば憤ったこ

とを思い出します。しかし、最近よく思うのです。時間は止まることがない。 

柔らかい羽根が大きな大理石を消し去ることも、止まらない時間のおか

げで決してホラ話ではなく、実際起こっても不思議ではない。 

ただ、誰が確認するのかという問題は残りますが。 

時間が流れて 1学期が終わります。 

楽しみにしていた夏休みが始まりますが、時間は止まりません。やがて時

間が進んで 2学期がやってきます。 

しっかりと計画を立てて時間に押し流されないようにしてください。 

しかし、年を取ったのでしょうか。時間が流れるのが速い。 


